
事業所名：リコーIT ソリューションズ株式会社 

 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

リコーグループは、「人を愛し、国を愛し、勤めを愛す」という創業の精神（三愛精神）に基づき、

「世の中の役に立つ新しい価値を生み出し、生活の質の向上と持続可能な社会づくりに責任を果

たす」ことを使命としています。 

リコーグループは、目指すべき持続可能な社会の姿を、経済（Prosperity）、社会（People）、地球

環境（Planet）の 3 つの P のバランスが保たれている社会「Three Ps Balance」として表していま

す。この目指すべき社会の実現に向け、「事業を通じた社会課題解決」「経営基盤の強化」「社会

貢献」の 3 つの活動に取り組み、国際社会で合意された「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成

に貢献していきます。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

社会 

経済 

事業を通じた社会問題解決 

○持続可能な経済 

・“はたらく”の変革 

 価値を提供するすべて

の顧客の“はたらく”の

変革に貢献 

○持続可能な社会 

・生活の質の向上 

 3,000 万人の生活基盤

の向上に貢献 

○持続可能な地球環境 

・脱炭素社会の実現 

GHG スコープ 1,2 の 63%

削減およびスコープ 3の

40%削減 

使用電力の再生可能エ

ネルギー比率 50% 

・循環型社会の実現 

バリューチェーン全体の

資源有効活用と新規資

源使用率 60%以下 

 

※いずれも 2030 年目

標。弊社としての目標値

はなく、グループ全体の

目標値に対し活動して

いる 

〇持続可能な地球環境 

・脱炭素社会の実現 

GHG スコープ 1,2 につい

ては 2024 年度時点で

59.1%減、スコープ 3 では

46.8%減を達成、再生可能

エネルギー比率が 43.2%と

なっている 

・循環型社会の実現 

新規資源使用率を 2024

年度時点で 78.3%まで低

下させている 

 

※その他目標を含め 2030

年目標達成に向けて取り

組みを継続する 

☐環境 

☐社会 

経済 

経営基盤の強化 

○ダイバーシティ＆イン

クルージョン 

・エンゲージメント  4.15

以上（ギャラップの Q12

従業員エンゲージメント

調査） 

・ 女 性 管 理 職 比 率 

15.0%以上 

 

※2025 年度目標 

・エンゲージメント（ギャラ

ップの Q12 従業員エンゲ

ージメント調査）：4.02 

 

・女性管理職比率 15％以

上：達成 

2025 年 10 月時点 15.2％ 
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環境 

社会 

☐経済 

社会貢献 

〇各事業所近辺の清掃

活動 

〇移転時余剰什器（机、

イス等）の寄贈 

〇災害時備蓄品余剰分

のフードバンク寄贈 

・鹿児島事業所実績：プロ

グラミング出前授業(小学

校)2025年度8件実施、職

場体験(中学校)実施、フィ

ールドスタディ (高校 )実

施、市民一斉清掃参加、

海岸清掃活動に参加 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

環境面では、脱炭素社会の実現に向け、GHG排出量の削減や再生可能エネルギー比率の向上

に取り組んでいます。また、循環型社会の実現に向け、資源の有効活用と新規資源使用率の低

減を推進しており、2030年目標達成に向けて着実に実績を積み重ねています。 

経営基盤の強化では、ダイバーシティ＆インクルージョンを重点課題とし、女性管理職比率は

15.2％となり、今期目標を達成しました。 

社会貢献では、地域とのつながりを深める取り組みとして、鹿児島事業所でプログラミング出前

授業(小学校)や職場体験(中学校)、フィールドスタディ(高校)を実施し、実施した学校から高い評

価を得ています。また市民清掃活動や海岸清掃に毎年参加し、地域の環境美化に貢献していま

す。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

経済 

事業を通じた社会問題解決 

○持続可能な経済 

・“はたらく”の変革 

 価値を提供するすべての顧客の“はた

らく”の変革に貢献 

○持続可能な社会 

・生活の質の向上 

 3,000 万人の生活基盤の向上に貢献 

○持続可能な地球環境 

・脱炭素社会の実現 

GHG スコープ 1,2 の 63%削減およびスコ

ープ 3 の 40%削減 

使用電力の再生可能エネルギー比率

50% 

・循環型社会の実現 

バリューチェーン全体の資源有効活用と

新規資源使用率 60%以下 

 

※いずれも 2030 年目標。弊社としての

目標値はなく、グループ全体の目標値に

対し活動している 
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☐環境 

☐社会 

経済 

経営基盤の強化 

○ダイバーシティ＆インクルージョン 

・エンゲージメント目標値：エンゲージし

ている社員の割合 39％（社員エンゲー

ジメント調査 エンゲージメントインデック

ス）※28 年度目標値 

 

・女性管理職比率 目標値：21％ 

※27 年度（28 年 4 月 1 日時点）目標値 

環境 

社会 

☐経済 

社会貢献 

〇各事業所近辺の清掃活動 

〇プログラミング出前授業(小学校) 

〇職場体験(中学校) 

〇フィールドスタディ(高校) 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

なし 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


